
 

今 後 の ま ち づ く り の た め の 大 切 な 調 査 で す 。 

ご 協 力 い た だ き ま す よ う お 願 い し ま す 。 

 

平成 2９年度 市 民 意 識 調 査 

  

市 民 の 皆 様 に は 、 日 頃 か ら 市 政 運 営 に 、 ご 理 解 と ご 協 力 を い た だ き 、

厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 

本 市 は 、 将 来 都 市 像 で あ る 「 夢 ふ く ら み  安 心 し て 暮 ら せ る  元 気 都

市  い せ さ き 」 の 実 現 に 向 け て 、 市 民 の 皆 様 と の 協 働 に よ る ま ち づ く り

に 取 り 組 ん で い ま す 。  

 

計 画 的 な ま ち づ く り を 進 め て い く う え で 、 市 の 取 り 組 み に 対 し て 、 日

頃 、 皆 様 が ど の よ う に お 考 え か 、 ま た 皆 様 の 満 足 度 や 重 要 度 な ど を お 聞

き し 、 今 後 の 計 画 に 反 映 さ せ て い く た め に 「 市 民 意 識 調 査 」 を 毎 年 実 施

し て い ま す 。  

 

 調 査 の 実 施 に あ た り ま し て は 、市 内 に お 住 ま い の ２ ０ 歳 以 上 の 皆 様 の

中 か ら 無 作 為 に ２ ,000 人 の 方 々 を 選 び 、 こ の ア ン ケ ー ト 調 査 票 を お 送

り い た し ま し た 。  

 

ご 回 答 は 無 記 名 で あ り 、回 答 結 果 は 個 人 名 を 特 定 で き な い よ う に す べ

て 統 計 的 に 処 理 い た し ま す 。  

 

 調 査 結 果 は 、報 告 書 に ま と め 、広 報 い せ さ き 、ホ ー ム ペ ー ジ 、市 役 所 ・

各 支 所 の 市 民 情 報 コ ー ナ ー で 公 開 し ま す 。  

 

お 忙 し い 中 、お 手 数 を お 掛 け い た し ま す が 、調 査 の 趣 旨 を ご 理 解 の 上 、

ア ン ケ ー ト に ご 協 力 い た だ き ま す よ う よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

 

平 成 ２ ９ 年 ７ 月      伊 勢 崎 市 長   五 十 嵐  清  隆  
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ご 回 答 に あ た っ て  

  

 

１  ご 回 答 は 、 ボ ー ル ペ ン や 鉛 筆 等 で 、 あ て は ま る 番 号 に ○ 印 を つ け て い

た だ く か 、回 答 欄 に 記 入 し て く だ さ い 。「 そ の 他 」を 選 ん だ 場 合 は（  ）

の 中 に 内 容 を お 書 き く だ さ い 。  

 

２  ご 回 答 は 、 封 筒 の 宛 名 の ご 本 人 様 に お 願 い し ま す 。  

※ ご 本 人 様 の 記 入 が 困 難 な 場 合 は 、身 近 な 方 が ご 本 人 様 の 意 見 を 聞 き 、

代 わ っ て 記 入 し て い た だ い て も 結 構 で す 。  

 

３  ご 回 答 は 、 無 記 名 で 個 人 名 を 特 定 で き な い よ う に す べ て 統 計 的 に 処 理

い た し ま す の で 、 お 考 え に な っ て い る こ と や 、 お 感 じ に な っ て い る こ

と を 、 あ り の ま ま に ご 回 答 く だ さ い 。  

 

４  ア ン ケ ー ト 用 紙 の ご 返 送 は 、 平 成 2９ 年 ７ 月 ２ ５ 日 （ 火 ） ま で に 同 封

の 返 信 用 封 筒 に 入 れ て ご 投 函 く だ さ い （ 切 手 は 不 要 で す ）。  

※ 返 信 用 封 筒 や ア ン ケ ー ト 用 紙 に は 、 ご 住 所 ・ お 名 前 を 記 入 す る 必 要

は ご ざ い ま せ ん 。  

 

５  本 調 査 に 関 す る お 問 い 合 わ せ 等 が ご ざ い ま し た ら 、 下 記 ま で ご 連 絡 く

だ さ い 。                                

                    

《 問 い 合 わ せ 先 》  

  伊 勢 崎 市 企 画 部 企 画 調 整 課  

   伊 勢 崎 市 今 泉 町 二 丁 目 ４ １ ０ 番 地  

   電 話 ： 0270-27-2707（ 直 通 ）  

   FAX： 0270-23-9800 

   e -ma i l： k i kaku@c i t y . i s esak i . l g . j p
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   現在の伊勢崎市について             

（１）あなたは、伊勢崎市の住みよさについて、どのように感じていますか。 

あてはまるものを 1 つ選んで番号に○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）で選んだ理由について、あなたのお考えに最も近いものを３つ選んで番号

に○をつけてください。 

 

＜１または２に○をつけた方＞    ＜４または５に○をつけた方＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

１．車移動が便利だから 

２．バスなどの公共交通機関が便利だか  

  ら 

３．通勤・通学先が近いから 

４．地域での人間関係がよいから 

５．買い物が便利だから 

６．自然環境がよいから 

７．学校・図書館などの教育施設が充実し

ているから 

８．利用しやすい公園・スポーツ施設があ

るから 

９．子育てしやすい環境があるから 

１０．高齢 者・障害者 への対応が 進んでいる

から 

１１．医療体制が充実しているから 

１２．比較的災害が少ないから 

１３．魅力的な仕事があるから 

１４．学校教育が充実しているから 

１５．その他（            ）  

１．住みよい          

２．どちらかといえば住みよい 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば住みにくい

５．住みにくい 

 

１．車移動が不便だから 

２．バスなどの公共交通機関が不便だか  

  ら 

３．通勤・通学先が遠いから 

４．地域での人間関係が悪いから 

５．買い物が不便だから 

６．自然環境が悪いから 

７．学校・図書館などの教育施設が充実し

ていないから 

８．利用しやすい公園・スポーツ施設がな

いから 

９．子育てしやすい環境がないから 

１０．高齢者・障害者への対応が進んでいな

いから 

１１．医療体制が充実していないから 

１２．比較的災害が多いから 

１３．魅力的な仕事がないから 

１４．学校教育が充実していないから 

１５．その他（            ）

１ ２

へ １ 

2 へ 
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まちづくりの取り組みについて（満足度・重要度）

    本市のまちづくりの取り組みについて、あなたの現在の満足度と今後の重要度を

 お聞きします。

    以下のそれぞれの項目の「満足度」と「重要度」について、＜記入例＞を参考に、

 あなたのお考えに最も近いものをそれぞれ１つずつ選んで番号に○をつけてださい。

「健康・医療分野」

11
 道路・公共交通
 ネットワークの確立

5 4 3 2

1 5 4 3 2

5 4 3 2

1

5 4 3 2 1

 魅力ある市街地の
 整備

5 4 3 2

 適正な土地利用と
 良好な景観形成

5 4 3 2 1

2 1 障害者福祉の充実 5 4 3 2 1

「都市基盤分野」

1 5 4 3

5 4 3

2 1

5 4 3 2 1

 高齢者福祉の充実 5 4 3 2

 地域福祉社会の構築 5 4 3 2 1

1 5 4 3 2

4 3 2 1

 子ども・子育て支援
 の充実

5 4 3

「福祉分野」

5
 医療・年金制度の
 円滑な運営

5 4 3 2 1

1 5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

 地域医療体制の充実 5 4 3 2

 健康づくりと疾病
 予防の推進

5 4 3 2 1

1 5 4 3

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
重
要

1

重
要
で
な
い

わ
か
ら
な
い

設問項目

＜記　入　例＞ 5 4

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

 
 
 
重
要
で
な
い

23 2

満足度 重要度

満
　
　
足

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
満
足

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
不
満

不
　
　
満

わ
か
ら
な
い

重
　
　
要

設問項目 満足度 重要度

設問項目 満足度 重要度

2 1
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 乳幼児健診、予防接種の充実、がん検診などの受診率向上対策の推進、

 こころの健康づくりへの支援、健康教室などのイベントの開催 など

 伊勢崎市民病院の医療体制の充実、休日や夜間の救急医療体制の充実、

 地域の医療機関の連携への支援 など

 国民健康保険や後期高齢者医療制度の健全な運営、

 子どもの医療費無料化など医療費負担の軽減 など

 子育て家庭支援の充実、児童館、児童センターの機能の充実、

 保育施設・体制の整備、保育サービスの充実 など

 地域の福祉活動団体への支援、福祉ボランティア活動の活性化、

 福祉ボランティア人材の養成・確保 など

 ミニデイサービス事業や相談・支援体制の充実、

 高齢者の自立生活への支援、介護保険サービスの充実 など

 在宅福祉サービスの充実、相談体制の充実、

 就労の促進、社会参加の支援 など

 無秩序な市街地形成の防止、良好な居住環境の保全、

 大規模な建築物などの景観誘導、屋外広告物の適正表示の推進 など

 土地区画整理事業の推進による安全で快適な市街地の整備、

 伊勢崎駅周辺の市街地の整備 など

 幹線道路の整備による交通利便性の向上、鉄道施設の整備、

 コミュニティバスの路線や停留所などの見直し など

具体的な取り組みの例

○○○○の推進、△△△△の活用

具体的な取り組みの例

具体的な取り組みの例
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満
　
　
足

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
満
足

満足度 重要度

「都市基盤分野」

設問項目

「安心安全分野」

1
 良好な居住環境の
 形成

5 4 3 2 5 4 3 2

2 1
 消費者保護対策の
 充実

5 4 3 2 1

1 5 4 3

5 4 3

2 1

5 4 3 2 1

 交通安全対策の推進 5 4 3 2

 消防・救急体制の
 充実

5 4 3 2 1

1 5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

 防犯対策の強化 5 4 3 2

 災害に強いまち
 づくり

5 4 3 2

 危機管理体制の充実 5 4 3 2

1

1

5 4 3 2 1

15 4 3 2

4 3 2 1

 魅力ある観光の振興 5 4 3 2 1

3 2 1

 企業誘致の推進と
 雇用の促進

5 4 3 2 1 5

4 3 2 1 5 4

 持続可能な農業の
 振興

5 4 3 2 1 5 4 3

「産業・観光分野」

1 5 4 3
 安定した水道水の
 供給

5 4 3

1

1

5 4 3 2 1
 適切な生活排水処理
 の推進

5 4 3 2

2

重
要
で
な
い

わ
か
ら
な
い

1

1 5 4 3 2 生活道路の整備 5 4 3 2

設問項目 満足度 重要度

設問項目 満足度 重要度

2 1

 活力ある商工業の
 振興

5

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
不
満

不
　
　
満

わ
か
ら
な
い

重
　
　
要

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
重
要

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

 
 
 
重
要
で
な
い

1

2

（前のページからの続きです）
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 幅員の狭い道路の解消、未舗装道路の整備、

 橋りょうやガードレールなどの道路施設の維持修繕 など

 下水道の整備と接続の推進、

 浄化槽の設置や入れ替えに対する補助制度の充実 など

 水道施設の耐震化、老朽化した水道施設の更新、

 配水管の整備、水質検査などによる安全性の確保 など

 無秩序な住宅開発を防ぐための指導、住宅の耐震対策の促進、

 市営住宅の計画的な整備・修繕 など

 意欲ある農業者の確保・育成、用排水路などの農業生産基盤の整備、

 地元産農産物の地産地消の推進や流通の拡大 など

 商業活性化への支援、融資制度や経営相談の充実、

 中小企業の販路や受注の拡大への支援 など

 積極的な企業誘致活動の展開、雇用機会の確保と雇用の推進、

 伊勢崎宮郷工業団地や多田山産業団地の整備 など

 華蔵寺公園遊園地や田島弥平旧宅などの観光資源の活用、

 「もんじゃ」など食文化を活用したまちおこし など

 メールなどによる情報発信、防災訓練など地域の防災体制の強化、

 企業などとの災害時協力協定の締結 など

 水路の整備などによる浸水被害の防止、住宅や公共施設の耐震化、

 機材や物資の備蓄による避難場所の環境整備 など

 警察や防犯団体との連携体制の強化、防犯パトロールの実施、

 防犯灯や防犯カメラ内蔵防犯灯の設置 など

 消防施設の整備や装備の充実、救急出動体制や装備資器材の整備、

 住宅用火災警報器の設置の促進 など

 道路反射鏡や道路標識など交通安全施設の充実、

 高齢者・子どもを対象とした交通安全教室の開催 など

 悪質商法などの被害を防止するための意識啓発、

 消費者トラブルに対する相談体制の充実 など

具体的な取り組みの例

具体的な取り組みの例

具体的な取り組みの例
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「生涯学習・
スポーツ・文化分野」

満足度 重要度

1 5 4 3

「教育分野」

「環境分野」

 教育施設の充実

 青少年の健全育成

2 1 スポーツの推進 5 4 3 2 1 5 4 3

2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2

 文化財の保護活用と
 伝統文化の継承

5 4 3 2 1

1 5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2

 生涯学習の振興 5 4 3 2

5 4 3 2 11
 中等教育学校教育の
 充実

5 4 3 2

1

1 5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

 児童・生徒の健全な
 心身の育成

5 4 3 2

 幼児・学校教育の
 充実

5 4 3 2 1

設問項目

5 4 3 2 1 水と緑の空間の形成 5 4 3 2 1

1 5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

 ごみの減量と
 再資源化の推進

5 4 3 2

 良好な地域環境の
 保全

5 4 3 2 1

わ
か
ら
な
い

満足度 重要度

設問項目

設問項目 満足度 重要度

満
　
　
足

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
満
足

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
不
満

不
　
　
満

重
要
で
な
い

わ
か
ら
な
い

重
　
　
要

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
重
要

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

 
 
 
重
要
で
な
い

（前のページからの続きです）
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 公害防止のための検査や指導、環境美化活動、

 企業や家庭での省エネ・省資源活動の促進 など

 ごみの分別収集とリサイクルの推進、

 ごみ処理施設、し尿処理施設の機能の充実や安定稼動 など

 公園施設の整備・維持管理、地域のみどりの保全と緑化、

 河川や池沼の環境整備 など

 学力向上や豊かな心の育成、独自の教育構想による特色ある学校づくり、

 様々な人との交流や体験活動を重視した幼稚園教育の充実 など

 小・中学生への規則正しい生活習慣の指導、

 学校給食での食材や食品の安全管理、通学路の安全対策 など

 四ツ葉学園中等教育学校の中高一貫教育の特徴を生かした

 教育内容や進路指導の充実 など

 公民館などでの学習機会の充実、芸術・文化活動への支援、

 図書館や学校などでの読書活動の推進 など

 補導活動や非行防止活動の実施、相談・支援体制の充実、

 子ども会など青少年の育成活動 など

 田島弥平旧宅などの史跡の整備活用、

 歴史的建造物や遺跡などの調査研究と情報発信 など

 幼稚園や小・中学校などの学校施設の整備、

 図書館や公民館などの教育施設の整備 など

 生涯スポーツの推進、競技スポーツへの支援、

 スポーツ施設の整備 など

具体的な取り組みの例

具体的な取り組みの例

具体的な取り組みの例
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満足度 重要度

「行財政分野」

「協働・共生分野」

 国際交流・国内交流
 の推進

 人権の尊重

3 2

5 4 3 2

1
 安定的な財政運営の
 推進

5 4 3 2 1 5 4 3 2

1
 効率的で効果的な
 行政運営の推進

5 4 3 2 1 5 4

1 5 4 3 2 1

1

5 4 3 2

 男女共同参画社会の
 確立

5 4 3 2 1

1 5 4 3 2 1

5 4 3 2 1

5 4 3 2

 市民との協働による
 まちづくり

5 4 3 2 1

設問項目

わ
か
ら
な
い

満
　
　
足

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
満
足

ど
ち
ら
か
と

 
い
え
ば
不
満

不
　
　
満

わ
か
ら
な
い

設問項目 満足度 重要度

（前のページからの続きです）
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あなたご自身について

あなたご自身のことについてお聞きします。

（１）あなたの性別は。 １．男性 ２．女性

（２）あなたの年齢は。 １．２０歳代 ２．３０歳代 ３．４０歳代
４．５０歳代 ５．６０歳代 ６．７０歳以上

（３）あなたの職業は。
１．会社員・公務員・団体職員 ２．自営業
３．主婦・主夫 ４．学生
５．パートタイマー・アルバイト ６．無職
７．その他（ ）

（４）伊勢崎市での通算年

数は。（合併前の市町村を

含む）

１．５年未満 ２．５年～１０年
３．１０年～２０年 ４．２０年以上
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 市民活動団体への支援、町内会など地域組織への支援、

 市広報紙や市ホームページの充実 など

 人権教育の推進、講演会などの啓発活動の実施、

 弁護士などによる人権法律行政相談の充実 など

 講演会や研修会などの啓発活動の実施、

 女性への暴力などについての相談・支援体制の整備 など

 日本人住民と外国人住民との相互理解の推進、

 国際姉妹都市・友好都市、国内都市との市民交流 など

 窓口サービスの向上など市民サービスの充実、

 公共施設の計画的な維持管理と有効活用 など

 市税などの公平かつ適正な課税の実施と収納対策の強化、

 計画的な予算編成による将来世代への財政負担の軽減 など

具体的な取り組みの例

具体的な取り組みの例

（５）一緒に住んでいる家
族は。
あてはまる選択肢、全てに○
をつけてください。

１．配偶者 ２．子ども
３．孫 ４．自身または配偶者の親
５．その他（ ）６．同居していない

（６）あなたのお住まいは。 １．北地区 ２．南地区 ３．殖蓮地区
４．茂呂地区 ５．三郷地区 ６．宮郷地区
７．名和地区 ８．豊受地区 ９．赤堀地区
１０．東地区 １１．境地区

（７）あなたの居住形態は。 １．持ち家（一戸建て） ２．持ち家（マンション）
３．借家（一戸建て）
４．借家（アパート、マンション）
５．公的賃貸住宅（県・市営住宅など）
６．会社の寮や社宅
７．その他（ ）
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   自由意見欄 

 

 最後に、市に対するご意見・ご要望・ご提案等がございましたら、ご自由に 

お書きください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アンケートは以上で終了です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒に入れてご投函ください（切手は不要です）。 
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